第909回　生物科学セミナー
日時：　　5月11日（水）　16:30-18:00
演者：  馳澤　盛一郎　　教授
東京大学大学院新領域創成科学研究科
演題：　　生物科学における画像定量解析の有用性
生物のあらゆる生理機能はその形態に依存しています。植物細胞の細胞内構造もその例外ではありません。細胞内構造はその形態により膜系と繊維系に二分されますが、それらは機能的にも構造的にも相互依存の関係にあります。そのため、細胞生物学の研究においては、両者の構造と機能をバランス良く解析していくことが重要と考えています。本研究室では植物の形態形成に関係の深い細胞骨格（微小管・アクチン繊維）や液胞を主な解析対象とし、それらを細胞分裂周期、分 化・形態形成過程、環境応答の各過程における動態をリアルタイムで観察すると共に、得られた画像情報から定量的な解析を進めてきました。
　ここで行ってきた画像定量解析よりスピンオフした技法から、今日の画像の多様化や多量化に対応した可塑性・適応性の高いシステムを構築し、画像解析の効率化を目指しています。
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